
人材育成・
組織運営(働き方)

　キャリアステージにおける人材育成指標に応じた自主研修の推進や校外研修に参加しやすい環境を整えることに努めた。また校内OJTや
メンターチーム等の活動推進を通し、教職員一人ひとりの力量を高め、学び続ける教師を学校全体で育成した。さらに、ICTを効果的に活用し
ながら風通しのよい組織をつくり、協働的で機動力のあるチーム斎藤分小学校を構築していくように年間を通して努めた。さらにワークライフ
バランスを十分にとりながらも、めりはりのある働き方ができるような意識を教職員全体が常にもつように意識した。

担当 教務部

特別支援教育
　一人ひとりの子どもの実態を把握し、少人数指導や特別支援教室の取り組みを活用し、個の特性に応じたきめ細やかな指導が
できるように努めた。また、登校が難しい児童の支援については、児童や保護者の考えや思いに耳を傾けながら、スクールカウン
セラーやスクールソーシャルワーカー、療育センター、横浜市教育支援センターなどの関係機関と連携し、より良い支援が行える
ように努めた。担当 特別支援教育委員会

信頼される
学校づくり

　学校便り、懇談会や学校説明会や報告会等において積極的な情報発信や安全な環境整備に努め、児童・保護者・地域にとって
魅力ある学校づくりに、教職員一丸となって取り組んだ。また、学校の実情に関してアカウンタビリティを十分に果していくように常
に留意した。職員や保護者による学校評価や児童アンケートを通し、教育活動が児童の育成や変容にどう表れたのか、また保護
者がどう受け止めたのかを分析し、それを基にアクションプランを作成し、よりよい教育活動の推進に繋げた。担当 教務部

児童指導・児童支援
　毎月の職員会議での児童の様子を共有するだけではなく、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを活用しながら
ケース会議などの場で児童の状況を確認し、情報を学校全体で共有をするとともに、指導の方向性や外部機関との連携について
協議するように努めた。斎藤分小学校スタンダード（学校のきまり）を基本に、どの教職員も同じスタンスで児童指導にあたれるよう
に共通理解を年間を通し進めた。担当 児童指導部

地域連携
学校運営協議会

　地域の人的・物的資源を活かした単元づくりや学校環境整備を行い、神奈川大学や地域ケアプラザなど地域の各機関と連携し、教育活動
に可能な範囲で参加して頂く機会を年間を通して教育課程の中に設定し、年間を通して計画的に実施した。また、保護者・地域住民・地域学
校協働活動推進委員等と連携・協働しながら、地域に開かれ・支えられ・信頼される学校づくりを目指し、授業参観の実施やホームページ等
に学校の取組について年間を通して紹介し、積極的な情報発信に取組んだ。

担当 教務部

いじめへの対応
　いじめは重大な人権侵害という認識を児童と教師で共有することや教員によるいじめ防止対策委員会を毎月定期的に開催し
た。また、職員へのいじめ防止研修の実施や児童会の取組や子ども会議との関連を図り、いじめの早期発見、早期解決と未然防
止に努めた。そして、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを中心として、外部機関とも連携を図りながら、様々な
角度や視点からいじめ防止に向けた取組につなげた。担当 いじめ防止対策委員会

徳 道徳教育
　学校や地域で、自ら進んで気持ちのよい挨拶することを年間生活目標に掲げ、取組内容を各クラス・個人で毎月振り返りをした。
さらにあいさつビンゴに取組み、自他を大切にしていこうとする態度が育ち道徳的な判断力がついた。年間を通した異学年交流を
行い、ねらいを明確にした全校遠足・丘リンピック・英語村など縦割り（ふれあいグループ）での活動を行うことによって、他者を思
いやったり優しい声かけをしたりすることができるようになった。担当 道徳部

体 健康教育
　体育朝会や体育集会（ラジオ体操、リズムジャンプ、ミニ運動会など）を実施し、個々の運動を習慣化できた。また、ロング昼休み
（週２回）には体育倉庫の用具貸出を行ったり、年間通して保健指導や衛生指導などを行ったりし、心身ともに健やかな児童の育
成に努めた。さらに、体育の安全面の職員研修を行い（年度初めや水泳学習前など）、指導者の安全への意識や授業力を高め、
体育科学習の様々な場面において児童に還元することができた。担当 体育部

公
開

外国語教育
　外国語活動・外国語科の授業では、コミュニケーションを図る資質・能力を育成するために学習と指導の充実を図りながら、英語を通してよ
り積極的な他者と関わりや、自己表現力の向上を目指し取組むことができた。また、国際理解教室では日本とフィリピンの文化や習慣などの
違いを学び、異文化理解の推進を計画的に行った。さらに、英語村では、AET・教師・英語サポーター・異学年との交流を通し、様々な思いや
考えをもった人々との関わりの中で多様性を尊重しながら、協働・共生の意識を育むことができた。

担当 外国語部
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・子どもの思いを大切に受け止めながら、「一人ひとりの子どもの心に配慮した学校づくり」を行っていきます。
・いじめの未然防止、また一方で、いじめが生じても迅速に組織的対応が取れる校内体制の構築を図っていきます。
・主体的に学習に取り組める子どもの育成を目指し、対話的で深い学びのできる授業づくりを行っていきます。
・心身ともに健康な子どもの育成、また「道徳」の時間を活用しながら、他者を思いやることのできる豊かな心の育成を図ります。
・学校運営協議会での議論を主軸としながら、保護者や学校地域に開かれた学校運営を行っていきます。

重点取組分野 具体的取組結果

知 授業改善
　全クラス同じ学習マークやデジタルタイマー、ミニ黒板などを活用し、ユニバーサルデザインの授業を行い、どの子も基礎・基本をしっかり定
着できるようにした。また、タブレットなどのICT機器の活用をいろいろな学習で取り入れ進めた。個々の資質・能力を高めるための指導と評価
の一体化を図りながら授業づくりをした。さらに重点研究では、「主体的に学習に取り組める子どもの育成」を研究主題とし、国語科において
教職員全体で授業を見合い、授業の進め方を話し合い、研究を通し授業に生かすことができた。

担当 重点研究推進委員会

個別支援学級：

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

六角橋中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

＜自分づくりに関する力＞

六角橋中学校
神橋小学校
中丸小学校
神大寺小学校

夢や希望、目標をもてる子どもを育成する

・「自分づくり教育」を教科横断的に実施
・合同授業研究会を年に２回開催
・人権教育推進協議会などの合同の研修会を実施
・学家地連などの児童生徒指導に関わる事業の実施
・児童生徒交流会などの小中連携授業を実施

横浜市立 斎藤分小学校
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　                                            　　「ひびきあう心　輝く笑顔　ふれあいの丘　斎藤分」

  （知）  進んで学び、最後まで粘り強く課題に取り組むようにします。

  （徳）  豊かな関わりを通して、思いやりの心をもち、自分も人も大切にするようにします。

  （体）  運動や体力づくりを通して、心身ともに健やかに生活するようにします。

  （公）  進んで人とつながり、地域や社会の一員としての自覚をもつようにします。

  （開）  様々な人との関わりを通して、多様な考えにふれ、共生する力を育むようにします。

学校
概要

創立 65 周年 学校長 黒木　健 副校長

年度版

2

児童生徒数： 206 人 主な関係校： 六角橋中学校　栗田谷中学校　松本中学校

山田　克志 2 学期制 一般学級： 7

令和 5 中期学校経営方針振り返り


